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一
　
連
体
形
の
用
法
概
観

　

上
代
に
お
け
る
活
用
語
の
連
体
形
は
、
体
言
や
準
体
助
詞
を
伴
わ
ず
、

そ
れ
単
独
で
体
言
相
当
句
を
構
成
す
る
機
能
を
も
つ
。
こ
の
よ
う
な
機
能

は
古
代
語
と
近
代
語
と
の
間
に
認
め
ら
れ
る
文
法
的
特
性
の
違
い
の
一
つ

で
あ
る
。
同
様
の
機
能
は
上
代
の
連
体
形
に
も
認
め
ら
れ
、
こ
れ
ら
は
文

中
の
様
々
な
統
語
的
位
置
に
現
れ
種
々
の
成
分
と
し
て
働
い
て
い
る
。
小

稿
で
は
、『
万
葉
集
』
中
に
見
え
る
連
体
形
の
用
法
を
統
語
的
位
置
に
基

づ
い
て
整
理
し
、
連
体
形
の
果
た
す
機
能
、
及
び
各
用
法
に
お
け
る
文
構

成
上
の
役
割
に
つ
い
て
考
察
す
る
１
。

　
『
万
葉
集
』に
お
け
る
連
体
形
は
、こ
れ
が
文
中
で
働
く
位
置
に
よ
っ
て
、

次
の
二
種
六
類
の
用
法
に
類
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
（
Ａ
）
従
属
句
（
従
属
節
）
内
部
で
働
く

　
　
ａ　
主
節
と
間
接
的
な
依
存
関
係
を
結
ぶ
も
の

　
　
　

一　

連
体
修
飾
用
法

　
　
　

二　

準
体
用
法

　
　

ｂ　
主
節
と
直
接
的
な
依
存
関
係
を
結
ぶ
も
の

　
　
　

三　

接
続
助
詞
下
接
用
法

　
（
Ｂ
）
主
節
の
述
部
で
働
く

　
　
　

四　

連
体
終
止
用
法

　
　
　

五　

係
り
結
び
の
結
び
の
用
法

　
　
　

六　

終
助
詞
下
接
用
法

　
（
Ａ
）
は
連
体
形
が
従
属
句
（
従
属
節
）
内
部
で
働
く
も
の
、（
Ｂ
）
は

主
節
の
述
部
で
働
く
も
の
で
あ
る
。（
Ａ
）
の
従
属
句
（
従
属
節
）
に
つ

い
て
は
、
そ
の
範
囲
を
主
節
と
直
接
的
な
依
存
関
係
を
結
ぶ
（
Ａ
）︱
ｂ

︱
三
に
限
定
す
る
立
場
も
あ
る
が
２
、本
稿
で
は『
日
本
語
文
法
事
典
』（
日

本
語
文
法
学
会
編
、
二
〇
一
四
年
、
大
修
館
書
店
、【
従
属
句
（
従
属
節
）】

の
項
）
に
従
い
、「
主
節
内
部
の
要
素
に
依
存
す
る
こ
と
で
間
接
的
に
主

節
に
依
存
す
る
」（
Ａ
）︱
ａ
︱
一
、
及
び
（
Ａ
）︱
ａ
︱
二
も
こ
れ
に
含

め
た
。
一
方
、
主
節
の
述
部
で
働
く
（
Ｂ
）
の
タ
イ
プ
は
、
中
古
に
至
る

と
四
～
六
の
ほ
か
に
も
、
助
動
詞
「
な
り
」
に
接
続
す
る
用
法
（「
～
連

体
形
＋
な
り
（
断
定
）」）
や
、
疑
問
語
が
係
助
詞
を
伴
わ
ず
に
文
末
を
連

体
形
で
結
ぶ
疑
問
語
疑
問
文
（「
疑
問
語
︱
連
体
形
」）
が
現
れ
る
が
、
上

代
で
は
い
ま
だ
「
～
連
体
形
＋
な
り
」
の
確
例
は
見
ら
れ
ず
３
、
疑
問
語

　
　『
万
葉
集
』
に
み
る
連
体
形
の
用
法
と
構
文
的
役
割
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疑
問
文
も
「
疑
問
語
︱
終
止
形
」
が
一
般
的
で
あ
る
た
め
４
、四
～
六
の

三
種
の
用
法
が
観
察
さ
れ
る
に
と
ど
ま
る
。
以
下
、
右
の
二
種
六
類
の
用

法
に
お
け
る
連
体
形
の
機
能
を
確
認
し
つ
つ
、
各
々
の
用
法
に
お
け
る
文

構
成
上
の
役
割
を
見
て
い
く
。

　
　
　

二
　
従
属
句
（
従
属
節
）
内
部
で
働
く
連
体
形
の
用
法

　

連
体
形
が
従
属
句
（
従
属
節
）
内
部
で
働
く
（
Ａ
）
の
タ
イ
プ
に
は
、

主
節
と
間
接
的
な
依
存
関
係
を
結
ぶ
ａ
と
、
直
接
的
な
依
存
関
係
を
結
ぶ

ｂ
の
二
種
が
見
え
る
。

　
（
Ａ
）︱
ａ
︱
一
の
連
体
修
飾
用
法
は
、
活
用
語
の
連
体
形
が
下
接
の
体

言
（
乃
至
は
体
言
句
）
に
か
か
っ
て
い
く
こ
と
で
、
体
言
（
句
）
の
属
性

を
意
味
的
に
よ
り
具
体
的
に
個
別
化
し
限
定
す
る
役
割
を
果
た
す
。
こ
の

よ
う
な
例
に
お
い
て
修
飾
語
と
な
る
連
体
形
は
、
被
修
飾
語
と
な
る
体
言

（
句
）
を
介
し
、
主
節
と
の
間
に
間
接
的
な
依
存
関
係
を
結
ぶ
。

（
１
）	［
あ
さ
り
す
る
（
阿
佐
里
須
流
）］
漁
夫
の
子
ど
も
と
人
は
言
へ

ど
見
る
に
知
ら
え
ぬ
う
ま
ひ
と
の
子
と
（
巻
五
、八
五
三
番
）

（
２
）	［
今
替
は
る
新
防
人
が
舟
出
す
る
（
今
替
尓
比
佐
伎
母
利
我
布
奈

弖
須
流
）］
海
原
の
上
に
波
な
咲
き
そ
ね
（
巻
二
十
、四
三
三
五

番
、
大
伴
家
持
）

（
３
）	［
我
妹
子
が
見
し
（
吾
妹
子
之
見
師
）］
鞆
の
浦
の
む
ろ
の
木
は

常
世
に
あ
れ
ど
見
し
人
そ
な
き
（
巻
三
、四
四
六
番
、大
伴
旅
人
）

（
４
）	［
経
も
な
く
緯
も
定
め
ず
娘
子
ら
が
織
る
（
経
毛
無
緯
毛
不

定
未
通
女
等
之
織
）］
も
み
ち
葉
に
霜
な
降
り
そ
ね
（
巻
八
、

一
五
一
二
番
、
大
津
皇
子
）

（
５
）	［
日
並
の
皇
子
の
尊
の
馬
並
め
て
み
狩
り
立
た
し
し
（
日
双
斯
皇

子
命
乃
馬
副
而
御
獦
立
師
斯
）］
時
は
来
向
か
ふ
（
巻
一
、四
九

番
、
柿
本
人
麻
呂
）

（
６
）	［
や
す
み
し
し
我
が
大
君
の
敷
き
ま
せ
る
（
安
見
知
之
吾
王
乃

敷
座
在
）］
国
の
中
に
は
都
し
思
ほ
ゆ
（
巻
三
、三
二
九
番
、
大

伴
四
綱
）

（
７
）	［
小
筑
波
の
繁
き
（
乎
都
久
波
乃
之
気
吉
）］
木
の
間
よ
立
つ
鳥

の
目
ゆ
か
汝
を
見
む
さ
寝
ざ
ら
な
く
に
（
巻
十
四
、三
三
九
六

番
）

　

右
例
に
み
る
よ
う
に
、
連
体
修
飾
語
は
主
語
、
対
象
語
を
は
じ
め
と
す

る
項
や
題
目
語
な
ど
文
中
の
様
々
な
成
分
と
な
る
体
言
に
か
か
り
、
体
言

の
属
性
を
意
味
的
に
よ
り
具
体
化
、個
別
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
（
１
）

の
よ
う
に
一
語
で
あ
る
場
合
と
、（
２
）
～
（
７
）
の
よ
う
に
複
数
の
語

か
ら
成
る
場
合
と
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
後
者
で
は
、
活
用
語
の
連
体
形
は

単
に
そ
れ
自
身
が
体
言
化
す
る
の
で
は
な
く
、
句
的
内
容
を
も
つ
上
接
文

言
全
体
を
括
っ
て
、
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を
な
す
体
言
相
当
句
を
形
成
し

て
い
る
。
た
と
え
ば
（
４
）（
７
）
で
は
、「
織
る
」「
繁
き
」
が
連
体
形

で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、こ
れ
が
句
的
内
容
を
表
わ
す
上
接
文
言
（
４
）「
経

も
な
く
緯
も
定
め
ず
娘
子
ら
が
織
る
」（
７
）「
小
筑
波
の
繁
き
」
全
体
を

ま
と
め
あ
げ
、
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を
な
す
統
合
体
を
形
成
し
、
そ
れ
全

体
が
修
飾
句
と
な
っ
て
下
接
体
言
（
４
）「
も
み
ち
葉
」（
７
）「
木
の
間
」
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に
か
か
っ
て
い
く
。

　

こ
の
よ
う
な
連
体
修
飾
句
の
な
か
に
は
、「
主
語
︱
述
語
」
を
含
み
も

つ
例
も
見
え
る
が
、
こ
の
場
合
、
主
語
的
体
言
は
（
２
）「
今
替
は
る
新

防
人
が
舟
出
す
る
」（
３
）「
我
妹
子
が
見
し
」（
５
）「
日
並
の
皇
子
の
尊

の
馬
並
め
て
み
狩
り
立
た
し
し
」（
６
）「
や
す
み
し
し
我
が
大
君
の
敷
き

ま
せ
る
」
の
よ
う
に
、
一
般
に
助
詞
「
の
」「
が
」
に
よ
っ
て
マ
ー
ク
さ

れ
る
こ
と
が
広
く
知
ら
れ
て
い
る
。
す
で
に
指
摘
が
あ
る
よ
う
に
、「
国

語
構
文
史
の
中
心
的
な
展
開
は
、
主
格
無
標
示
構
文
を
核
と
す
る
構
文
体

系
か
ら
主
格
標
示
構
文
を
核
と
す
る
体
系
へ
の
展
開
で
あ
る
５
」
と
考
え

ら
れ
る
が
、
上
代
で
は
主
文
の
終
止
形
述
語
に
対
す
る
主
語
は
、
一
般
に

次
例
の
よ
う
に
い
ま
だ
ゼ
ロ
助
詞
（
無
標
）
で
表
示
さ
れ
る
主
格
無
標
示

構
文
が
主
流
で
あ
る
。

（
８
）	［
我
が
岡
の
龗
に
言
ひ
て
降
ら
し
め
し
雪
の
摧
け
し
（
…
令
落

雪
之
摧
之
）］そ
こ
に
散
り
け
む（
巻
二
、一
〇
四
番
、藤
原
夫
人
）

（
９
）	

風
を
い
た
み
［
沖
つ
白
波
（
奥
津
白
浪
）］
高
か
ら
し
［
海
人
の

釣
舟
（
海
人
釣
船
）］
浜
に
帰
り
ぬ
（
巻
三
、二
九
四
番
、角
麻
呂
）

　

一
方
、
上
代
に
は
ゼ
ロ
助
詞
（
無
標
）
に
よ
る
主
語
表
示
と
並
ん
で
、

助
詞
「
の
」「
が
」
に
よ
っ
て
主
語
的
体
言
を
マ
ー
ク
す
る
例
が
、
活
用

語
の
連
体
形
を
述
語
に
も
つ
例
を
中
心
に
観
察
さ
れ
る
。
一
般
に
助
詞

「
の
」「
が
」
は
、大
き
く
「
体
言
＋
の
／
が
」
が
連
体
格
に
立
つ
用
法
（「
我

が
妹
」「
梅
の
花
」）
と
、
連
用
格
（
主
に
主
格
）
に
立
つ
用
法
（「
我
が

思
ふ
」「
鶯
の
来
鳴
く
」）
の
二
種
に
大
別
さ
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
用
言
と

結
び
付
く
連
用
格
用
法
の
「
の
」「
が
」
は
、
そ
の
大
部
分
が
（
２
）
～

（
７
）
の
よ
う
な
連
体
形
や
ク
語
法
な
ど
句
的
体
言
の
形
成
に
与
る
述
語

形
式
と
呼
応
す
る
例
で
あ
る
６
。
一
般
に
助
詞
「
の
」「
が
」
は
体
言
と

結
び
付
く
連
体
格
用
法
（「
体
言
＋
の
／
が
＋
体
言
」）
を
本
源
と
す
る
と

説
か
れ
る
が
、
一
方
で
元
来
連
用
機
能
と
連
体
機
能
と
を
未
分
化
に
備
え

る
助
詞
と
捉
え
る
立
場
も
あ
る
。
た
と
え
ば
野
村
（
一
九
九
三
）
は
、「
ノ
・

ガ
は
連
用
・
連
体
に
お
い
て
も
未
分
化
」
で
あ
り
、「
原
始
的
に
修
飾
語

た
る
こ
と
に
よ
っ
て
被
修
飾
語
と
強
く
一
体
化
す
る
」
助
詞
と
説
く
。
連

体
格
用
法
を
本
源
と
見
る
か
ど
う
か
は
見
方
の
分
か
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る

が
、
後
続
す
る
語
と
結
合
す
る
働
き
を
す
る
助
詞
で
あ
る
こ
と
は
ほ
ぼ
認

め
ら
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
機
能
を
も
つ
助
詞
「
の
」「
が
」

が
、
句
的
体
言
の
形
成
に
与
る
述
語
形
式
へ
偏
在
傾
向
を
見
せ
る
理
由
に

つ
い
て
、
少
し
く
考
え
て
み
た
い
。

　

た
と
え
ば
（
２
）（
７
）
で
は
、
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を
な
す
体
言
相

当
句
を
形
成
す
る
機
能
は
、元
来
連
体
形（
２
）「
舟
出
す
る
」（
７
）「
繁
き
」

が
担
っ
て
お
り
、
そ
の
機
能
は
「
の
」「
が
」
が
な
く
と
も
す
で
に
保
証

さ
れ
て
い
る
。ま
た
主
格
無
標
示
構
文
が
主
流
で
あ
る
上
代
に
あ
っ
て
は
、

「
主
語
︱
述
語
」
の
文
法
関
係
も
、
た
と
え
「
の
」「
が
」
が
な
く
と
も
認

識
可
能
で
あ
り
、
体
言
相
当
句
の
形
成
と
主
格
表
示
の
双
方
に
お
い
て
、

「
の
」「
が
」
は
必
ず
し
も
必
須
の
要
素
と
は
言
え
な
い
。
こ
の
よ
う
な
例

に
お
け
る
連
体
形
句
は
、
体
言
相
当
句
で
あ
る
と
同
時
に
連
体
修
飾
句
で

も
あ
り
、
連
体
形
は
上
接
文
言
を
括
っ
て
体
言
相
当
句
を
形
成
す
る
機
能

と
、
下
接
の
体
言
に
か
か
っ
て
い
く
活
用
語
と
し
て
の
機
能
の
双
方
を
併

せ
も
つ
。
そ
の
分
体
言
相
当
句
と
し
て
の
不
安
定
さ
を
含
み
も
ち
、
い
わ
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ば
助
詞
「
の
」「
が
」
は
そ
の
不
安
定
さ
を
補
償
す
る
役
割
を
担
っ
て
連

体
修
飾
句
内
に
介
入
し
て
い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
連
体
形
句
を
は
じ
め
句

的
体
言
の
形
成
に
与
る
述
語
形
式
へ
の
連
用
格
助
詞
「
の
」「
が
」
の
集

中
傾
向
は
、
一
つ
の
統
合
体
で
あ
る
こ
と
の
標
識
と
、
体
言
相
当
句
と
し

て
の
安
定
性
へ
の
補
償
と
い
う
二
つ
の
構
文
的
要
請
が
働
く
こ
と
に
よ
る

現
象
と
考
え
ら
れ
る
。

　

一
方
、
体
言
相
当
句
以
外
の
形
式
に
助
詞
「
の
」「
が
」
が
用
い
ら
れ

る
例
は
そ
れ
ほ
ど
多
く
は
な
い
も
の
の
、
集
中
に
は
次
の
よ
う
な
例
も
観

察
さ
れ
る
。

（
10
）	［
我
が
背
子
が
か
く
恋
ふ
れ
こ
そ
（
吾
背
子
我
如
是
恋
礼
許
曾
）］

ぬ
ば
た
ま
の
夢
に
見
え
つ
つ
寝
ね
ら
え
ず
け
れ
（
巻
四
、六
三
九

番
、
娘
子
）

（
11
）	［
秋
山
の
黄
葉
を
か
ざ
し
我
が
居
れ
ば
（
…
和
我
乎
礼
婆
）］
浦

潮
満
ち
来
い
ま
だ
飽
か
な
く
に
（
巻
十
五
、三
七
〇
七
番
、
大

伴
三
中
）

（
12
）	［
め
づ
ら
し
き
君
が
来
ま
さ
ば
（
米
豆
良
之
伎
吉
美
我
伎
麻
佐

婆
）］
鳴
け
と
言
ひ
し
山
ほ
と
と
ぎ
す
な
に
か
来
鳴
か
ぬ
（
巻

十
八
、四
〇
五
〇
番
、
久
米
広
繩
）

（
13
）	［
ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
ふ
け
ゆ
け
ば
（
烏
玉
之
夜
乃
深
去
者
）］
久

木
生
ふ
る
清
き
川
原
に
千
鳥
し
ば
鳴
く
（
巻
六
、九
二
五
番
、
山

部
赤
人
）

（
14
）	［
人
言
の
繁
く
し
あ
ら
ば
（
人
言
之
繁
思
有
者
）］
君
も
我
も
絶

え
む
と
言
ひ
て
逢
ひ
し
も
の
か
も
（
巻
十
二
、三
一
一
〇
番
）

（
15
）	［
宮
人
の
安
眠
も
寝
ず
て
（
宮
人
能
夜
須
伊
毛
祢
受
弖
）］
今
日

今
日
と
待
つ
ら
む
も
の
を
見
え
ぬ
君
か
も
（
巻
十
五
、三
七
七
一 

番
、
娘
子
）

　
（
10
）
～
（
15
）
は
助
詞
「
の
」「
が
」
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
主
格
が
、

後
続
文
内
の
活
用
語
の
未
然
形
、
連
用
形
、
已
然
形
な
ど
と
結
び
付
く

例
で
あ
る
。（
10
）
～
（
12
）
は
助
詞
「
が
」
が
主
語
的
体
言
を
マ
ー
ク

す
る
例
で
あ
る
が
、
元
来
（
10
）「
我
が
背
子
」
と
已
然
形
「
恋
ふ
れ
」、

（
11
）「
我
」
と
已
然
形
「
居
れ
」、（
12
）「
君
」
と
未
然
形
「
来
ま
さ
」

の
間
の
主
述
関
係
は
、
助
詞
「
が
」
が
な
く
と
も
認
識
は
可
能
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
環
境
下
に
お
け
る
助
詞
「
が
」
は
、
後
続
文
内
に
存
在
す
る

（
10
）「
恋
ふ
れ
」「
見
え
」「
寝
ね
ら
え
ず
」、（
11
）「
居
れ
」「
満
ち
来
」

「
飽
か
な
く
」、（
12
）「
来
ま
さ
」「
鳴
け
」「
言
ひ
し
」「
来
鳴
か
ぬ
」
な

ど
の
複
数
の
述
語
（
句
）
の
な
か
か
ら
、直
下
の
活
用
語
（
10
）「
恋
ふ
れ
」

（
11
）「
居
れ
」（
12
）「
来
ま
さ
」
と
の
呼
応
関
係
を
明
確
に
し
、（
10
）

「
我
が
背
子
が
か
く
恋
ふ
れ
」（
11
）「
秋
山
の
黄
葉
を
か
ざ
し
我
が
居
れ
」

（
12
）「
め
づ
ら
し
き
君
が
来
ま
さ
」
全
体
を
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を
な
す

統
合
体（
条
件
句
）と
し
て
結
合
す
る
役
割
を
担
う
。
ま
た
、「
の
」に
よ
っ

て
マ
ー
ク
さ
れ
る
例
も
同
様
に
、た
と
え
ば
（
13
）「
ぬ
ば
た
ま
の
夜
」
は
、

助
詞
「
の
」
の
機
能
に
よ
り
、
下
接
の
述
部
「
ふ
け
ゆ
け
ば
」
と
の
呼
応

関
係
が
明
確
に
表
示
さ
れ
、「
ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
ふ
け
ゆ
け
ば
」
全
体
が

一
体
的
な
ま
と
ま
り
と
し
て
よ
り
鮮
明
に
認
識
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
は
仮
定
条
件
句
や
連
用
句
を
形
成
す
る
（
14
）（
15
）
に
お
い
て
も
同

様
で
あ
る
。
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上
代
で
は
連
用
格
用
法
の
「
の
」「
が
」
と
呼
応
す
る
述
語
は
、
連
体

形
や
ク
語
法
な
ど
体
言
相
当
句
を
形
成
す
る
語
形
へ
偏
在
傾
向
を
示
す

が
、
こ
れ
以
外
の
従
属
句
内
に
も
、
連
用
格
用
法
の
「
の
」「
が
」
が
用

い
ら
れ
る
例
が
連
用
格
用
法
全
体
の
約
19
％
観
察
さ
れ
る
。
い
ず
れ
の
場

合
も
「
の
」「
が
」
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
主
格
は
、
原
則
的
に
従
属
句

を
飛
び
越
え
て
主
文
の
述
部
に
ま
で
か
か
っ
て
い
く
こ
と
は
な
く
、
あ
く

ま
で
従
属
句
内
の
「
主
語
―
述
語
」
関
係
表
示
と
し
て
機
能
し
て
い
る
と

い
う
共
通
の
構
文
的
特
徴
を
も
つ
が
、
後
者
は
、
体
言
相
当
句
と
し
て
の

安
定
性
を
補
償
す
る
必
要
を
も
た
な
い
分
、「
の
」「
が
」
へ
の
構
文
的
要

請
度
は
低
く
な
る
。

　

主
格
無
標
示
構
文
が
主
流
で
あ
っ
た
上
代
で
は
、
従
属
句
内
に
お
け
る

「
主
語
―
述
語
」
の
文
法
関
係
は
、「
の
」「
が
」
が
な
く
と
も
表
出
は
可

能
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
助
詞
は
文
構
成
上
必
ず
し
も
必
須
の
要
素
で
は
な

い
。
そ
の
よ
う
な
な
か
で
「
の
」「
が
」
は
、
語
的
連
続
が
ひ
と
つ
の
ま

と
ま
り
を
な
す
統
合
体
で
あ
る
こ
と
を
標
示
し
つ
つ
、
そ
の
ま
と
ま
り
が

主
文
の
「
主
語
―
述
語
」
関
係
と
は
次
元
の
異
な
る
文
法
的
単
位
で
あ
る

こ
と
を
標
識
す
る
。
同
じ
従
属
句
で
も
、
体
言
相
当
句
を
形
成
す
る
述
語

形
式
に
局
限
し
て
現
れ
、
こ
れ
以
外
の
語
形
へ
の
介
入
に
抑
制
的
で
あ
る

の
は
、
前
者
が
体
言
相
当
句
と
し
て
の
安
定
性
を
補
償
す
る
必
要
性
の
高

い
構
文
環
境
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
が
そ
の
よ
う
な
安
定
性
を
補
償
す

る
必
要
性
の
低
い
構
文
環
境
で
あ
る
こ
と
の
反
映
と
推
察
さ
れ
る
。

　
（
Ａ
）―
ａ
―
二
の
「
準
体
用
法
」
は
、
活
用
語
の
連
体
形
に
よ
っ
て
括

ら
れ
た
連
体
形
句
が
、
体
言
句
に
相
当
す
る
働
き
を
し
、
こ
れ
が
文
中
で

主
語
、
目
的
語
、
題
目
語
な
ど
様
々
な
成
分
と
な
る
用
法
で
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
句
は
一
般
に
「
準
体
句
」
と
呼
ば
れ
る
。

（
16
）［
我
が
岡
の
龗
に
言
ひ
て
降
ら
し
め
し
雪
の
摧
け
し
（
…
令
落

雪
之
摧
之
）］そ
こ
に
散
り
け
む（
巻
二
、一
〇
四
番
、藤
原
夫
人
）

（
17
）［
山
守
の
あ
り
け
る
（
山
守
之
有
家
留
）］
知
ら
に
そ
の
山
に
標

結
ひ
立
て
て
結
ひ
の
恥
し
つ
（
巻
三
、四
〇
一
番
、
大
伴
坂
上

郎
女
）

（
18
）
沫
雪
の
消
ぬ
べ
き
も
の
を
［
今
ま
で
に
流
ら
へ
ぬ
る
（
至
今
尓

流
経
）］
は
妹
に
逢
は
む
と
そ
（
巻
八
、一
六
六
二
番
、
大
伴
田

村
大
嬢
）

（
19
）［
萩
の
花
咲
け
る
（
芽
子
花
咲
有
）］
を
見
れ
ば
君
に
逢
は
ず
ま

こ
と
も
久
に
な
り
に
け
る
か
も
（
巻
十
、二
二
八
〇
番
）

（
20
）
暁
の
家
恋
し
き
に
［
浦
廻
よ
り
梶
の
音
す
る
（
宇
良
未
欲
理
可

治
乃
於
等
須
流
）］
は
海
人
娘
子
か
も
（
巻
十
五
、三
六
四
一
番
）

（
21
）
世
の
中
は
数
な
き
も
の
か
［
春
花
の
散
り
の
ま
が
ひ
に
死
ぬ

べ
き
（
春
花
乃
知
理
能
麻
我
比
尓
思
奴
倍
吉
）］
思
へ
ば
（
巻

十
七
、三
九
六
三
番
、
大
伴
家
持
）

（
22
）［
松
の
木
の
並
み
た
る
（
麻
都
能
気
乃
奈
美
多
流
）］
見
れ
ば
家

人
の
我
を
見
送
る
と
立
た
り
し
も
こ
ろ
（
巻
二
十
、四
三
七
五

番
、
物
部
真
島
）

（
23
）［
廏
な
る
繩
絶
つ
駒
の
後
る
が
へ
妹
が
言
ひ
し
（
…
伊
毛
我
伊

比
之
）］
を
置
き
て
悲
し
も
（
巻
二
十
、四
四
二
九
番
、
防
人
）

　
（
16
）
で
は
、「
我
が
岡
の
龗
に
言
ひ
て
降
ら
し
め
し
雪
の
摧
け
」
を
助
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動
詞
「
き
」
が
統
括
し
て
い
る
が
、
こ
の
場
合
、
助
動
詞
「
き
」
が
連
体

形
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
れ
が
句
的
内
容
を
表
す
「
我
が
岡
の
～
雪
の

摧
け
し
」
全
体
を
括
っ
て
、
一
つ
の
ま
と
ま
り
を
な
す
体
言
相
当
句
を
形

成
す
る
。
さ
ら
に
そ
の
ま
と
ま
り
は
主
文
に
お
い
て
語
相
当
の
資
格
を
も

つ
単
一
体
と
し
て
、下
接
文
言
「
そ
こ
に
散
り
け
む
」
に
対
す
る
主
語
（
ゼ

ロ
助
詞
）
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。（
17
）
～
（
23
）
に
お
い
て
も
同
様

に
、
助
動
詞
「
け
り
」「
ぬ
」「
り
」「
べ
し
」「
た
り
」「
き
」、
動
詞
「
す
」

が
連
体
形
で
あ
る
こ
と
に
よ
り
、
上
接
文
言
全
体
が
体
言
相
当
の
資
格
を

も
つ
句
と
し
て
括
ら
れ
、（
17
）「
山
守
の
あ
り
け
る
」（
18
）「
今
ま
で
に

流
ら
へ
ぬ
る
」（
19
）「
萩
の
花
咲
け
る
」（
20
）「
浦
廻
よ
り
梶
の
音
す
る
」

（
21
）「
春
花
の
散
り
の
ま
が
ひ
に
死
ぬ
べ
き
」（
22
）「
松
の
木
の
並
み
た

る
」（
23
）「
廏
な
る
繩
絶
つ
駒
の
後
る
が
へ
妹
が
言
ひ
し
」
が
ひ
と
つ
の

ま
と
ま
り
を
な
す
単
一
体
と
し
て
表
出
さ
れ
る
。
そ
し
て
そ
の
ま
と
ま

り
が
、（
19
）（
23
）
で
は
格
助
詞
「
を
」
の
機
能
に
よ
り
、（
17
）（
21
）

（
22
）
で
は
意
義
的
関
係
に
よ
り
、
下
接
動
詞
（
17
）「
知
る
」（
21
）「
思

ふ
」（
22
）「
見
る
」
の
対
象
語
と
し
て
機
能
す
る
と
い
う
重
層
的
な
構
造

を
呈
す
る
。
こ
の
他
、（
18
）（
20
）
も
、
連
体
形
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
る

準
体
句
は
、
助
詞
「
は
」
に
よ
り
題
述
文
の
題
目
語
と
し
て
取
り
立
て
ら

れ
て
い
る
。

　

右
の
よ
う
な
準
体
句
内
に
お
い
て
も
、
主
語
的
体
言
は
（
16
）「
～
雪

の
摧
け
し
」（
17
）「
山
守
の
あ
り
け
る
」（
22
）「
松
の
木
の
並
み
た
る
」

（
23
）「
…
妹
が
言
ひ
し
」
の
よ
う
に
、助
詞
「
の
」「
が
」
に
よ
っ
て
マ
ー

ク
さ
れ
て
い
る
。
金
水
（
二
〇
〇
一
）
が
「
主
格
表
示
に
助
詞
が
充
て
ら

れ
た
の
は
、
準
体
句
が
主
文
で
な
く
埋
め
込
み
文
で
あ
る
こ
と
を
認
識
し

や
す
く
す
る
た
め
と
い
う
動
機
付
け
が
推
測
で
き
る
７
」
と
指
摘
す
る
よ

う
に
、「
の
」「
が
」
は
連
体
形
に
よ
っ
て
括
ら
れ
る
語
的
連
続
が
、「
主

語
―
述
語
」
関
係
に
あ
る
ひ
と
つ
の
統
合
体
で
あ
る
こ
と
を
明
示
す
る
と

と
も
に
、
体
言
相
当
句
と
し
て
の
性
格
を
備
え
た
名
詞
節
で
あ
る
こ
と
を

標
識
し
て
い
る
。
連
体
修
飾
用
法
と
同
様
に
、
助
詞
「
の
」「
が
」
の
介

入
に
よ
り
「
主
語
―
述
語
」
を
含
み
こ
む
語
的
連
続
が
、
句
的
体
言
と
し

て
の
安
定
性
を
確
保
し
て
い
る
。

　
（
Ａ
）―
ｂ
―
三
の
接
続
助
詞
下
接
用
法
は
、連
体
形
に
接
続
助
詞（「
を
」

「
に
」な
ど
）が
下
接
す
る
用
法
で
あ
る
。こ
れ
は「
～
連
体
形
＋
接
続
助
詞
」

が
主
節
に
対
す
る
条
件
句
と
な
っ
て
、
主
節
と
直
接
的
な
依
存
関
係
を
結

ぶ
。
こ
の
用
法
は
形
の
上
で
は
二
の
準
体
用
法（「
～
連
体
形
＋
格
助
詞
」）

と
同
様
の
形
式
で
あ
り
、
集
中
で
は
こ
の
形
式
の
大
部
分
が
、
意
味
的
に

も
「
～
連
体
形
＋
格
助
詞
」
に
よ
る
準
体
句
の
例
と
見
做
し
得
る
が
、
そ

の
識
別
の
不
分
明
な
次
の
よ
う
な
例
も
確
認
さ
れ
る
。

（
24
）	［
君
に
よ
り
言
の
繁
き
（
君
尓
因
言
之
繁
）］
を
故
郷
の
明
日
香

の
川
に
み
そ
ぎ
し
に
行
く
（
巻
四
、六
二
六
番
、
八
代
女
王
）

（
25
）	

春
日
山
山
高
か
ら
し
［
石
の
上
の
菅
の
根
見
む
（
石
上
菅
根
将

見
）］
に
月
待
ち
難
し
（
巻
七
、一
三
七
三
番
）

（
26
）	［
今
夜
の
お
ほ
つ
か
な
き
（
今
夜
乃
於
保
束
無
）］
に
ほ
と
と
ぎ

す
鳴
く
な
る
声
の
音
の
遥
け
さ
（
巻
十
、一
九
五
二
番
）

（
27
）	［
秋
風
に
今
か
今
か
と
紐
解
き
て
う
ら
待
ち
居
る
（
…
宇
良
麻

知
乎
流
）］
に
月
傾
き
ぬ
（
巻
二
十
、四
三
一
一
番
、
大
伴
家
持
）
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（
24
）
で
は
「
君
に
よ
り
言
の
繁
き
」
と
い
う
現
状
は
「
み
そ
ぎ
し
に

行
く
」
理
由
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
に
前
後
両
件
の
間
に
因
果
の
関
係
を
認

め
れ
ば
、「
を
」
は
接
続
助
詞
と
見
做
さ
れ
る
。
一
方
、「
君
に
よ
り
言
の

繁
く
」
を
「
み
そ
ぎ
し
に
行
く
」
の
対
象
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
連
体
形
句

を
体
言
相
当
句
と
見
て
「
を
」
は
格
助
詞
と
見
做
し
得
る
。
実
際
諸
注
釈

書
類
で
も
、「
噂
が
高
い
の
で
」（
小
学
館
全
集
）
と
「
を
」
を
順
接
を
表

す
接
続
助
詞
と
し
て
訳
出
す
る
も
の
と
、「
人
の
噂
の
う
る
さ
い
の
を
」（
澤

瀉
久
孝
『
萬
葉
集
注
釋 

巻
第
四
』
中
央
公
論
社
、
一
九
五
九
年
）
と
格

助
詞
と
し
て
訳
出
す
る
も
の
に
分
か
れ
る
。（
26
）
の
前
件
「
今
夜
の
お

ほ
つ
か
な
き
に
」
も
、「
心
が
お
ぼ
つ
か
な
い
の
に
」（
中
西
進
『
萬
葉
集

全
訳
注
原
文
付
』
一
九
八
四
年
、
講
談
社
）
の
よ
う
に
「
に
」
を
逆
接
の

関
係
を
表
わ
す
接
続
助
詞
と
し
て
訳
出
す
る
も
の
と
、「
お
ぼ
ろ
な
夜
に
」

（
小
学
館
全
集
）
の
よ
う
に
格
助
詞
と
し
て
解
釈
す
る
も
の
が
あ
り
、「
に
」

が
接
続
助
詞
か
格
助
詞
か
は
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
。（
25
）（
27
）も
同

様
に
、「
見
た
い
の
に
」「
待
っ
て
い
る
の
に
」
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
接

続
助
詞
で
あ
る
が
、「
見
よ
う
と
思
っ
て
い
る
と
き
に
」「
待
っ
て
い
る
時

に
」
と
解
釈
す
れ
ば
格
助
詞
で
、
い
ず
れ
と
も
判
別
で
き
な
い
。
こ
れ
は
、

連
体
形
接
続
の
接
続
助
詞
が
「
格
助
詞
と
し
て
の
用
法
の
う
ち
、
活
用
語

の
連
体
形
に
下
接
す
る
場
合
、
特
に
上
接
す
る
表
現
が
文
（
句
）
で
あ
る

も
の
か
ら
、接
続
助
詞
と
し
て
の
機
能
を
果
た
す
も
の
が
成
立
し
て
き
た
８
」

こ
と
に
関
連
し
、
右
例
の
境
界
性
の
曖
昧
さ
は
、
そ
の
よ
う
な
両
助
詞
の

連
続
性
を
示
唆
し
て
い
る
。

　

一
方
、
助
詞
「
の
」「
が
」
の
使
用
状
況
に
お
い
て
は
、
準
体
句
（「
～

連
体
形
＋
格
助
詞
」）
と
接
続
句
（「
～
連
体
形
＋
接
続
助
詞
」）
と
目
さ

れ
る
例
と
が
、
必
ず
し
も
等
し
い
在
り
方
を
示
す
わ
け
で
は
な
く
、
と
り

わ
け
接
続
句
で
は
、
前
後
二
件
の
意
義
的
な
関
係
性
に
よ
っ
て
、
異
な
る

主
格
表
示
方
法
が
採
択
さ
れ
て
い
る
。

　
（
28
）
～
（
30
）
は
、
一
般
に
前
後
二
件
が
順
接
の
関
係
に
あ
る
と
さ

れ
る
例
で
あ
る
。

（
28
）［
春
雨
の
し
く
し
く
降
る
（
春
雨
乃
敷
布
零
）］ 

に
高
円
の
山
の

桜
は
い
か
に
あ
る
ら
む
（
巻
八
、一
四
四
〇
番
、
阿
辺
東
人
）

（
29
）［
奥
山
の
真
木
の
板
戸
を
と
ど
と
し
て
我
が
開
か
む
（
…
和
我

比
良
可
武
）］
に
入
り
来
て
寝
さ
ね
（
巻
十
四
、三
四
六
七
番
）

（
30
）
…
見
ま
く
欲
り　

思
ふ
間
に　

玉
梓
の　

使
ひ
の
来
れ
ば　
［
嬉

し
み
と　

我
が
待
ち
問
ふ
（
…
安
我
麻
知
刀
敷
）］
に　

逆
言

の　

狂
言
と
か
も　

は
し
き
よ
し　

汝
弟
の
命
…
あ
し
ひ
き
の

　

山
の
木
末
に　

白
雲
に　

立
ち
た
な
び
く
と　

我
に
告
げ
つ

る
（
巻
十
七
、三
九
五
七
番
、
大
伴
家
持
）

　

順
接
条
件
句
内
で
は
、（
28
）「
春
雨
の
し
く
し
く
降
る
」（
29
）「
我
が

開
か
む
」（
30
）「
我
が
待
ち
問
ふ
」の
よ
う
に
、主
語
的
体
言
は
助
詞「
の
」

「
が
」
に
よ
っ
て
マ
ー
ク
さ
れ
て
い
る
。
一
般
に
、
順
接
条
件
構
文
に
お

け
る
前
件
に
は
、
後
件
の
事
態
の
継
起
と
な
る
事
態
や
、
原
因
と
な
る
事

態
が
述
べ
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
構
文
に
お
け
る
前
件
は
、
後
件
へ
の

意
義
的
な
依
存
度
が
高
く
、
後
件
を
導
く
た
め
の
従
属
句
と
し
て
の
性
格

も
強
い
。
助
詞
「
の
」「
が
」
は
そ
の
よ
う
な
前
件
内
に
介
入
し
て
、「
主

語
―
述
語
」
関
係
に
あ
る
上
下
接
文
言
を
強
く
結
合
し
、
ひ
と
つ
の
ま
と
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ま
り
を
な
す
統
合
体
（
条
件
句
）
で
あ
る
こ
と
を
積
極
的
に
表
示
す
る
役

割
を
果
た
し
て
い
る
。

　

一
方
、
前
後
二
件
が
逆
接
の
関
係
に
あ
る
次
の
よ
う
な
例
に
は
、
前
件

内
の
主
格
表
示
に
助
詞
「
は
」
が
用
い
ら
れ
る
例
が
散
見
さ
れ
る
。

（
31
）	［
春
の
雨
は
い
や
し
き
降
る
（
春
之
雨
者
弥
布
落
）］
に
梅
の
花

い
ま
だ
咲
か
な
く
い
と
若
み
か
も
（
巻
四
、七
八
六
番
、
大
伴

家
持
）

（
32
）	［
山
の
ま
の
雪
は
消
ざ
る
（
…
雪
者
不
消
有
）］
を
み
な
ぎ
ら
ふ

川
の
そ
ひ
に
は
萌
え
に
け
る
か
も
（
巻
十
、一
八
四
九
番
）

（
33
）	［
都
辺
に
君
は
去
に
し
（
京
師
辺
君
者
去
之
）］
を
誰
が
解
け
か

我
が
紐
の
緒
の
結
ふ
手
た
ゆ
き
も
（
巻
十
二
、三
一
八
三
番
）

（
34
）	

…
［
今
日
か
来
む　

明
日
か
も
来
む
と　

家
人
は　

待
ち
恋
ふ

ら
む
］（
…
伊
敝
妣
等
波　

麻
知
故
布
良
牟
）
に　

遠
の
国　

い
ま
だ
も
着
か
ず
…
（
巻
十
五
、三
六
八
八
番
）

（
35
）	［
み
園
生
の
竹
の
林
に
う
ぐ
ひ
す
は
し
ば
鳴
き
に
し
（
…
鸎
波

之
波
奈
吉
尓
之
）］
を
雪
は
降
り
つ
つ
（
巻
十
九
、四
二
八
六
番
、

大
伴
家
持
）

　

右
は
一
般
に
前
件
と
後
件
が
逆
接
の
関
係
に
あ
る
と
さ
れ
る
例
で
あ

る
が
、
こ
の
よ
う
な
例
の
前
件
内
に
主
語
的
体
言
が
明
示
さ
れ
る
場
合
、

（
31
）「
春
の
雨
は
い
や
し
き
降
る
」（
32
）「
山
の
ま
の
雪
は
消
ざ
る
」

（
33
）「
都
辺
に
君
は
去
に
し
」（
34
）「
家
人
は　

待
ち
恋
ふ
ら
む
」（
35
）

「
う
ぐ
ひ
す
は
し
ば
鳴
き
に
し
」
の
よ
う
に
、
助
詞
「
の
」「
が
」
が
位
置

す
べ
き
場
所
に
、助
詞「
は
」が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
な
か
で
も（
31
）は
、

前
件
に
春
雨
の
降
る
様
子
を
、
後
件
に
植
物
（
梅
の
花
）
の
様
子
を
詠
む

点
で
、（
28
）
と
極
め
て
類
似
し
た
発
想
に
よ
る
歌
で
あ
る
が
、（
28
）
の

前
件
で
は
「
春
雨
の
し
く
し
く
降
る
」
と
主
格
表
示
に
助
詞
「
の
」
が
用

い
ら
れ
る
の
に
対
し
、（
31
）
の
前
件
で
は
「
春
の
雨
は
い
や
し
き
降
る
」

と
助
詞
「
は
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
類
似
的
発
想
に
よ
る
条
件
構
文
で

も
、
順
接
条
件
句
に
は
「
の
～
連
体
形
」
が
、
逆
接
条
件
句
に
は
「
は
～

連
体
形
」
が
用
い
ら
れ
る
と
い
う
異
な
る
文
法
的
特
徴
が
観
察
さ
れ
る
９
。

　

逆
接
条
件
構
文
は
、
元
来
個
別
に
存
在
す
る
二
つ
の
事
象
を
対
立
す
る

事
象
と
捉
え
、
そ
の
二
つ
を
接
続
助
詞
に
よ
っ
て
対
立
的
な
二
項
と
し
て

配
置
す
る
構
文
で
あ
る
。
逆
接
条
件
構
文
に
お
け
る
前
件
と
後
件
の
間
に

は
、
も
と
も
と
順
接
条
件
構
文
に
み
る
継
起
性
や
因
果
性
の
ご
と
き
事
態

相
互
の
意
義
的
関
連
性
が
希
薄
で
、
そ
の
分
前
件
の
後
件
に
対
す
る
意
義

的
な
依
存
度
や
従
属
度
は
低
い
。
そ
の
よ
う
な
前
件
は
、
元
来
後
件
か
ら

の
意
義
的
な
独
立
性
や
遊
離
性
が
強
い
た
め
、
ひ
と
つ
の
統
合
体
で
あ
る

こ
と
を
積
極
的
に
指
標
す
る
助
詞
「
の
」「
が
」
へ
の
構
文
的
要
請
度
は

低
く
な
る
。
こ
の
よ
う
な
構
文
に
あ
っ
て
は
、
前
件
は
文
相
当
句
に
近
い

性
格
を
備
え
、（
31
）（
35
）
の
よ
う
に
む
し
ろ
前
後
二
事
態
の
対
比
性
の

明
示
に
助
詞
「
は
」
が
有
効
に
作
用
す
る
。

　
（
Ａ
）―
ｂ
―
三
の
用
法
に
み
る
主
格
表
示
方
法
の
差
異
は
、
連
体
形
で

括
ら
れ
る
句
の
文
法
的
単
位
と
し
て
の
差
異
を
反
映
す
る
ひ
と
つ
の
文
法

的
事
実
と
見
做
さ
れ
、
両
者
が
文
構
成
上
次
元
の
異
な
る
構
文
的
単
位
と

し
て
機
能
し
て
い
る
こ
と
を
徴
表
し
て
い
る
。

　

以
上
、（
Ａ
）
の
タ
イ
プ
に
現
れ
る
連
体
形
の
機
能
と
各
用
法
に
お
け
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る
構
文
上
の
役
割
を
概
観
し
た
。

　

上
代
語
に
お
い
て
連
体
形
は
、
句
的
内
容
を
も
つ
上
接
文
言
全
体
を
ま

と
め
あ
げ
、
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を
な
す
統
合
体
を
形
成
す
る
と
い
う
共

通
の
文
法
機
能
を
有
す
る
。
こ
れ
が
「
主
語
―
述
語
」
を
含
み
こ
む
場
合
、

助
詞
「
の
」「
が
」
が
主
語
的
体
言
と
述
部
と
を
強
く
結
合
す
る
こ
と
で
、

ひ
と
つ
の
統
合
体
で
あ
る
こ
と
が
積
極
的
に
明
示
さ
れ
る
が
、唯
一
（
Ａ
）

―
三
の
接
続
助
詞
下
接
用
法
の
逆
接
条
件
句
に
は
、
主
格
表
示
に
「
の
」

「
が
」
の
代
わ
り
に
助
詞
「
は
」
が
使
用
さ
れ
る
例
が
散
見
さ
れ
る
。「
の
」

「
が
」
の
使
用
が
、
体
言
相
当
の
資
格
を
備
え
た
統
合
体
で
あ
る
こ
と
の

性
格
の
強
さ
を
反
映
す
る
ひ
と
つ
の
文
法
事
実
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、

逆
接
条
件
句
に
お
け
る
「
は
」
の
使
用
は
、
後
件
と
の
対
比
性
の
表
出
と

い
う
意
義
的
側
面
か
ら
の
有
用
性
に
加
え
、
連
体
形
句
の
文
と
し
て
の
独

立
性
の
高
さ
を
反
映
す
る
ひ
と
つ
の
文
法
事
実
と
捉
え
得
る
。
逆
接
条
件

構
文
に
お
け
る
前
件
は
、
形
式
上
は
従
属
句
の
体
裁
を
と
り
な
が
ら
も
、

実
質
的
に
は
後
件
か
ら
の
遊
離
性
が
強
い
文
相
当
句
と
し
て
の
性
格
を
備

え
、
連
体
形
句
は
い
わ
ば
そ
の
よ
う
な
文
相
当
句
の
述
部
と
し
て
、
独
立

性
の
高
い
文
の
主
要
部
の
形
成
に
参
与
し
て
い
る
と
見
做
さ
れ
る
。
と
り

わ
け
前
件
が
題
述
文
「
題
目
語
＋
は
～
連
体
形
」
の
句
型
に
よ
る
例
は
そ

の
こ
と
を
顕
著
に
示
し
て
い
る
。

　

上
代
に
お
い
て
従
属
句
（
従
属
節
）
内
部
で
働
く
連
体
形
句
は
、
体
言

的
性
格
を
備
え
た
単
一
体
と
な
っ
て
埋
め
込
み
文
の
一
種
と
し
て
働
く
こ

と
を
基
本
的
用
法
と
す
る
が
、
文
と
し
て
の
自
立
性
が
高
い
逆
接
条
件
構

文
の
前
件
で
は
、
連
体
形
句
が
文
相
当
句
の
述
部
と
し
て
働
い
て
お
り
、

他
の
構
文
と
は
文
構
成
上
異
な
る
文
法
的
レ
ベ
ル
で
機
能
し
て
い
る
と
言

え
る
。

　

以
下
、
連
体
形
が
主
節
の
述
部
で
働
く
（
Ｂ
）
の
タ
イ
プ
に
つ
い
て
も

同
様
の
視
点
か
ら
観
察
を
加
え
て
み
た
い
。

　
　
　

三
　
主
節
の
述
部
で
働
く
連
体
形
の
用
法

　

上
代
で
は
連
体
形
が
主
節
の
述
部
で
働
く
（
Ｂ
）
の
タ
イ
プ
に
は
、
四

～
六
の
三
種
の
用
法
が
見
え
る
。

　
（
Ｂ
）―
四
の
連
体
終
止
用
法
は
、
文
中
に
係
助
詞
や
疑
問
語
な
ど
が
な

く
、
文
末
（
句
切
れ
も
含
む
）
が
連
体
形
で
終
止
す
る
用
法
で
あ
る
。
こ

の
用
法
は
、
中
古
に
い
た
る
と
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
上
代

で
は
い
ま
だ
一
般
的
で
な
く
、
山
内
（
二
〇
〇
三
）
に
よ
れ
ば
、
係
助
詞

を
伴
わ
な
い
仮
名
書
き
に
よ
る
連
体
形
終
止
の
確
例
は
集
中
に
二
十
余
例

を
数
え
る
に
と
ど
ま
る
と
い
う

10
。

（
36
）	［
楽
浪
の
志
賀
さ
ざ
れ
波
し
く
し
く
に
常
に
と
君
が
思
ほ
せ
り

け
る
（
…
常
丹
跡
君
之
所
念
有
計
類
）］（
巻
二
、二
〇
六
番
、
置

始
東
人
）

（
37
）	

間
な
く
恋
ふ
れ
に
か
あ
ら
む
［
草
枕
旅
な
る
君
が
夢
に
し
見
ゆ

る
（
草
枕
客
有
公
之
夢
尓
之
所
見
）］（
巻
四
、六
二
一
番
、
佐

伯
東
人
の
妻
）

（
38
）	［
み
空
行
く
月
の
光
に
た
だ
一
目
相
見
し
人
の
夢
に
し
見
ゆ
る

（
…
相
三
師
人
之
夢
西
所
見
）］（
巻
四
、七
一
〇
番
、
安
都
扉
娘
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子
）

（
39
）	

こ
も
り
く
の
泊
瀬
の
山
に
照
る
月
は
満
ち
欠
け
し
け
り
［
人
の

常
な
き
（
人
之
常
無
）］（
巻
七
、一
二
七
〇
番
、
古
歌
集
）

（
40
）	［
は
だ
す
す
き
穂
に
は
咲
き
出
ぬ
恋
を
我
が
す
る
（
皮
為
酢
寸

穂
庭
開
不
出
恋
乎
吾
為
）］
玉
か
ぎ
る
た
だ
一
目
の
み
見
し
人

故
に
（
巻
十
、二
三
一
一
番
）

（
41
）	

妹
を
こ
そ
相
見
に
来
し
か
［
眉
引
の
横
山
辺
ろ
の
猪
な
す
思
へ

る
（
…
思
之
奈
須
於
母
敝
流
）］（
巻
十
四
、三
五
三
一
番
）

　

右
の
例
で
も
、連
体
形（
36
）「
け
る
」（
37
）（
38
）「
見
ゆ
る
」（
39
）「
な
き
」

（
40
）「
す
る
」（
41
）「
る
」
が
上
接
文
言
を
括
り
、（
36
）（
38
）
で
は
一

文
全
体
を
、（
37
）（
39
）
～
（
41
）
で
は
「
草
枕
旅
な
る
君
が
夢
に
し
見

ゆ
る
」「
人
の
常
な
き
」「
は
だ
す
す
き
穂
に
は
咲
き
出
ぬ
恋
を
我
が
す
る
」

「
眉
引
の
横
山
辺
ろ
の
猪
な
す
思
へ
る
」
を
体
言
相
当
の
資
格
を
も
つ
統

合
体
と
し
て
ま
と
め
あ
げ
る
点
で
、
連
体
形
は
連
体
修
飾
句
や
準
体
句
の

そ
れ
と
同
様
の
文
法
機
能
を
果
た
す
。
こ
の
よ
う
な
連
体
終
止
文
が
「
主

語
―
述
語
」
を
含
み
こ
む
場
合
は
、や
は
り
（
36
）「
君
が
思
ほ
せ
り
け
る
」

（
37
）「
君
が
夢
に
し
見
ゆ
る
」（
38
）「
人
の
夢
に
し
見
ゆ
る
」（
39
）「
人

の
常
な
き
」（
40
）「
我
が
す
る
」
の
よ
う
に
、主
語
的
体
言
は
「
の
」「
が
」

に
よ
っ
て
マ
ー
ク
さ
れ
、
体
言
相
当
句
で
あ
る
こ
と
が
標
識
さ
れ
る
。

　

連
体
形
が
従
属
句
（
従
属
節
）
内
部
で
働
く
（
Ａ
）
に
お
い
て
、
主
格

表
示
の
助
詞
「
の
」「
が
」
は
、
句
的
体
言
と
し
て
の
表
出
で
あ
る
こ
と

の
ひ
と
つ
の
指
標
と
し
て
働
く
が
、
そ
の
場
合
、
連
体
形
句
は
単
独
で
自

立
し
て
働
く
の
で
は
な
く
、
後
続
す
る
助
詞
や
述
語
と
の
意
義
的
関
係
の

な
か
で
文
の
成
分
と
し
て
機
能
す
る
。
一
方
、（
Ｂ
）
の
諸
構
文
の
連
体

形
句
に
は
、
後
続
す
る
助
詞
や
意
義
的
関
係
を
も
つ
述
語
は
存
在
せ
ず
、

文
末
（
句
切
れ
も
含
む
）
に
お
い
て
そ
れ
単
体
で
働
く
と
い
う
統
語
上
の

違
い
が
あ
る
。
な
か
で
も
四
の
用
法
は
上
代
で
は
い
ま
だ
用
例
数
は
少
な

い
が
、
主
語
的
体
言
を
マ
ー
ク
す
る
「
の
」「
が
」
は
、
連
体
形
句
が
文

に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
長
大
な
語
的
連
続
で
あ
り
な
が
ら
、
あ
く
ま
で
も
大

き
な
句
的
体
言
と
し
て
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
こ
と
を
標
識
す
る
。

　

上
代
に
少
数
な
が
ら
見
ら
れ
る
こ
の
用
法
は
、
文
中
に
お
い
て
体
言
相

当
句
と
し
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
っ
た
連
体
形
句
が
、
文
末

に
も
使
用
さ
れ
は
じ
め
る
初
期
段
階
の
例
と
目
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ら
は
い

ま
だ
句
的
体
言
と
し
て
の
性
格
を
濃
厚
に
保
持
し
て
い
る

11
。
上
代
に
は

詠
嘆
を
表
す
た
め
の
語
法
と
し
て
、体
言
止
め
が
盛
ん
に
用
い
ら
れ
る
が
、

連
体
終
止
用
法
は
こ
の
よ
う
な
「
体
言
に
存
す
る
喚
体
的
表
出
と
同
質
の

表
現
を
述
体
に
求
め
た

12
」
形
式
と
し
て
出
現
し
、
文
を
活
用
語
で
結
ぶ

喚
体
的
表
出
と
し
て
、
上
代
語
に
お
け
る
詠
嘆
表
現
の
一
角
を
担
い
は
じ

め
た
と
推
察
さ
れ
る
。

　

こ
の
用
法
は
中
古
に
い
た
る
と
広
く
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の

一
般
化
に
伴
っ
て
句
的
体
言
と
し
て
の
意
識
が
薄
れ
、
感
動
・
詠
嘆
表
現

と
し
て
の
性
格
も
希
薄
化
し
て
い
く
よ
う
で
あ
る
。
中
古
に
は
、
連
体
終

止
用
法
の
主
語
的
体
言
を
助
詞
「
は
」
が
マ
ー
ク
す
る
例
が
現
れ
る
よ
う

に
な
る
が
、
こ
れ
も
句
的
体
言
と
し
て
の
性
格
の
希
薄
化
と
そ
れ
に
伴
う

感
動
・
詠
嘆
表
現
と
し
て
の
性
格
の
消
失
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

　
（
Ｂ
）︱
五
の
係
り
結
び
文
の
結
び
の
用
法
に
も
、
主
格
表
示
方
法
に
お
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い
て
連
体
終
止
用
法
と
同
様
の
文
法
的
特
性
が
観
察
さ
れ
る
が
、
こ
れ
は

文
構
成
上
さ
ら
に
重
層
的
な
構
造
を
呈
し
て
い
る
。

　

文
中
に
係
助
詞
「
ぞ
」「
な
む
」「
や
」「
か
」
が
用
い
ら
れ
る
場
合
、

文
末
の
活
用
語
は
普
通
連
体
形
で
結
ぶ

13
。

（
42
）	
玉
梓
の
君
が
使
ひ
を
待
ち
し
夜
の
な
ご
り
そ
（
其
）［
今
も
寝
ね

ぬ
夜
の
多
き（
今
毛
不
宿
夜
乃
大
寸
）］（
巻
十
二
、二
九
四
五
番
）

（
43
）	

多
摩
川
に
さ
ら
す
手
作
り
さ
ら
さ
ら
に
な
に
そ
（
曾
）［
こ
の

児
の
こ
こ
だ
か
な
し
き
（
許
能
児
乃
己
許
太
可
奈
之
伎
）］（
巻

十
四
、三
三
七
三
番
）

（
44
）	

妹
に
逢
は
ず
あ
ら
ば
す
べ
な
み
岩
根
踏
む
生
駒
の
山
を
越
え
て

そ
（
曾
）［
我
が
来
る
（
安
我
久
流
）］（
巻
十
五
、三
五
九
〇
番
）

（
45
）	

い
か
に
あ
る
布
勢
の
浦
そ
も
（
曾
毛
）［
こ
こ
だ
く
に
君
が
見
せ

む
と
我
を
留
む
る
（
…
吉
民
我
弥
世
武
等
和
礼
乎
等
登
牟
流
）］

（
巻
十
八
、四
〇
三
六
番
、
田
辺
福
麻
呂
）

（
46
）	

ね
も
こ
ろ
に
片
思
す
れ
か
（
歟
）［
こ
の
こ
ろ
の
我
が
心
ど

の
生
け
る
と
も
な
き
（
…
吾
情
利
乃
生
戸
裳
名
寸
）］（
巻

十
一
、二
五
二
五
番
）

（
47
）	

現
に
か
（
香
）［
妹
が
来
ま
せ
る
（
妹
之
来
座
有
）］
夢
に
か
も

我
か
迷
へ
る
恋
の
繁
き
に
（
巻
十
二
、二
九
一
七
番
）

（
48
）	

ほ
と
と
ぎ
す
声
聞
く
小
野
の
秋
風
に
萩
咲
き
ぬ
れ
や
（
也
）［
声

の
と
も
し
き
（
声
之
乏
寸
）］（
巻
八
、一
四
六
八
番
、
広
瀬
王
）

（
49
）	

粟
島
の
逢
は
じ
と
思
ふ
妹
に
あ
れ
や
（
也
）［
安
眠
も
寝
ず
て
我

が
恋
ひ
渡
る（
…
安
我
故
非
和
多
流
）］（
巻
十
五
、三
六
三
三
番
）

　

連
体
形
（
42
）「
多
き
」（
43
）「
か
な
し
き
」（
44
）「
来
る
」（
45
）「
留

む
る
」（
46
）「
な
き
」（
47
）「
来
ま
せ
る
」（
48
）「
と
も
し
き
」（
49
）「
恋

ひ
渡
る
」
が
上
接
文
言
を
ま
と
め
あ
げ
ひ
と
つ
の
統
合
体
を
形
成
す
る
点

で
、
五
の
連
体
形
は
既
述
の
用
法
に
み
る
そ
れ
と
等
し
い
文
法
機
能
を

も
つ
。
す
で
に
佐
々
木
（
一
九
九
二
）、
野
村
（
一
九
九
三
）
ら
が
指
摘

す
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
連
体
形
結
び
の
係
り
結
び
文
に
「
の
」「
が
」

が
用
い
ら
れ
る
場
合
、「
の
」「
が
」
は
常
に
係
助
詞
の
下
に
位
置
し
、「
～

係
助
詞
～
の
／
が
―
連
体
形
」の
語
順
を
と
る
と
い
う
統
語
規
則
を
も
つ
。

先
述
の
通
り
、
上
代
で
は
助
詞
「
の
」「
が
」
は
原
則
主
文
の
述
語
に
対

す
る
主
格
表
示
に
与
る
こ
と
は
な
く
、
主
文
と
は
次
元
の
異
な
る
統
合
体

で
あ
る
こ
と
を
標
識
す
る
が
、
そ
の
よ
う
な
機
能
は
係
り
結
び
文
内
に
用

い
ら
れ
る
場
合
も
同
様
で
、「
の
」「
が
」
は
「
主
語
―
述
語
」
関
係
に
あ

る
上
下
接
文
言
を
強
く
結
合
す
る
と
と
も
に
、「
～
の
／
が
―
連
体
形
」が
、

主
文
の
「
主
語
―
述
語
」
関
係
と
は
構
文
的
次
元
の
異
な
る
統
合
体
で
あ

る
こ
と
を
積
極
的
に
表
示
す
る
。
す
な
わ
ち
、「
の
」「
が
」
に
よ
っ
て
結

合
さ
れ
た
「
～
の
／
が
―
連
体
形
」
全
体
（（
42
）「
今
も
寝
ね
ぬ
夜
の
多

き
」（
43
）「
こ
の
児
の
こ
こ
だ
か
な
し
き
」（
44
）「
我
が
来
る
」（
45
）「
こ

こ
だ
く
に
君
が
見
せ
む
と
我
を
留
む
る
」（
46
）「
こ
の
こ
ろ
の
我
が
心
ど

の
生
け
る
と
も
な
き
」（
47
）「
妹
が
来
ま
せ
る
」（
48
）「
声
の
と
も
し
き
」

（
49
）「
安
眠
も
寝
ず
て
我
が
恋
ひ
渡
る
」）
が
主
文
の
述
部
と
な
り
、
係

助
詞
に
よ
っ
て
取
り
立
て
ら
れ
た
成
分
（「
～
係
助
詞
」）
と
呼
応
関
係
を

結
ぶ
こ
と
で
、
さ
ら
に
大
き
な
統
合
体
を
形
成
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
係

り
結
び
文
に
お
い
て
、
係
助
詞
が
「
の
／
が
―
連
体
形
」
の
な
か
に
割
っ
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て
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
こ
れ
が
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を
な
す
句

的
体
言
で
あ
る
た
め
で
、
係
り
結
び
は
体
言
的
性
格
を
備
え
た
「
～
の
／

が
―
連
体
形
」
を
述
部
に
取
り
込
む
こ
と
で
、「
～
係
助
詞
［
～
の
／
が

―
連
体
形
］」
の
ご
と
き
長
大
な
語
的
連
続
か
ら
な
る
統
合
体
を
形
成
す

る
と
い
う
重
層
的
な
構
文
構
造
を
と
る
も
の
と
見
做
さ
れ
る
。

　

連
体
形
で
結
ぶ
係
り
結
び
文
に
主
格
助
詞
「
の
」「
が
」
が
用
い
ら
れ

る
際
の
こ
の
よ
う
な
統
語
規
則
は
、
た
と
え
ば
「
の
」「
が
」
を
用
い
な

い
次
の
よ
う
な
例
に
お
い
て
も
、
係
り
成
分
（「
～
係
助
詞
」）
と
「
―
連

体
形
」
句
と
が
呼
応
関
係
を
結
ぶ
こ
と
で
さ
ら
に
大
き
な
統
合
体
を
形
成

し
て
い
る
こ
と
の
証
左
と
も
な
る
。

（
50
）	

夕
さ
れ
ば
君
来
ま
さ
む
と
待
ち
し
夜
の
な
ご
り
そ
（
衣
）［
今

も
寝
ね
か
て
に
す
る（
今
宿
不
勝
為
）］（
巻
十
一
、二
五
八
八
番
）

（
51
）	

う
ま
さ
け
を
三
輪
の
祝
が
斎
ふ
杉
手
触
れ
し
罪
か
（
歟
）［
君

に
逢
ひ
か
た
き
（
君
二
遇
難
寸
）］（
巻
四
、七
一
二
番
、
丹
波

大
女
娘
子
）

（
52
）	

大
君
の
和
魂
あ
へ
や（
哉
）［
豊
国
の
鏡
の
山
を
宮
と
定
む
る（
豊

国
乃
鏡
山
乎
宮
登
定
流
）］（
巻
三
、四
一
七
番
、
手
持
女
王
）

　

す
な
わ
ち
、
結
び
部
で
あ
る
（
50
）「
今
も
寝
ね
か
て
に
す
る
」（
51
）

「
君
に
逢
ひ
か
た
き
」（
52
）「
豊
国
の
鏡
の
山
を
宮
と
定
む
る
」
全
体
が
、

係
り
成
分
（
50
）「
～
な
ご
り
そ
」（
51
）「
～
罪
か
」（
52
）「
～
あ
へ
や
」

と
呼
応
す
る
こ
と
に
よ
り
、「
～
係
助
詞
［
―
連
体
形
］」
の
ご
と
き
長
大

な
語
的
連
続
か
ら
な
る
係
り
結
び
文
を
形
成
し
て
い
る
も
の
と
解
釈
さ
れ

る
。

　

連
体
形
が
主
節
の
文
末
に
位
置
す
る
係
り
結
び
は
、
一
文
全
体
が
句
的

体
言
と
し
て
の
性
格
を
備
え
た
大
き
な
統
合
体
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
文

の
結
び
部
と
し
て
働
く
連
体
形
句
は
、
体
言
的
資
格
を
備
え
た
埋
め
込
み

文
の
一
種
と
見
做
さ
れ
る
。

　

一
方
、
上
代
に
は
僅
少
で
は
あ
る
が
、
係
助
詞
の
結
び
部
に
体
言
止
め

句
が
後
置
す
る
次
の
よ
う
な
句
型
が
観
察
さ
れ
る
。

（
53
）	

天
の
川
瀬
を
速
み
か
も
（
鴨
） 

ぬ
ば
た
ま
の
夜
は
ふ
け
に
つ
つ 

逢
は
ぬ
彦
星
（
巻
十
、二
〇
七
六
番
）

（
54
）	

…
深
海
松
の　

深
め
し
我
を　

股
海
松
の　

ま
た
行
き
帰

り　

妻
と
言
は
じ
と
か
も
（
可
聞
）　

思
ほ
せ
る
君
（
巻

十
三
、三
三
〇
一
番
）

（
55
）	

…
な
に
し
か
も
（
可
母
）　

秋
に
し
あ
ら
ね
ば　

言
問
ひ
の　

乏
し
き
児
ら
…
（
巻
十
八
、四
一
二
五
番
、
大
伴
家
持
）

（
56
）	

天
地
に
足
ら
は
し
照
り
て
我
が
大
君
敷
き
ま
せ
ば
か
も
（
可
母
）

楽
し
き
小
里
（
巻
十
九
、四
二
七
二
番
、
大
伴
家
持
）

（
57
）	

父
母
を　

見
れ
ば
尊
し　

妻
子
見
れ
ば　

め
ぐ
し
愛
し　

世
の

中
は　

か
く
ぞ
（
叙
）
こ
と
わ
り　

…
（
巻
五
、八
〇
〇
番
、
山

上
憶
良
）

（
58
）	

…
そ
ほ
舟
に　

網
取
り
掛
け　

引
こ
づ
ら
ひ　

あ
り
な
み
す
れ

ど　

言
ひ
づ
ら
ひ　

あ
り
な
み
す
れ
ど　

あ
り
な
み
得
ず
ぞ

（
叙
）　

言
は
れ
に
し
我
が
身
（
巻
十
三
、三
三
〇
〇
番
）

（
59
）	
桜
花
今
そ
（
曾
）
盛
り
と
人
は
言
へ
ど
我
は
さ
ぶ
し
も
君
と
し

あ
ら
ね
ば
（
巻
十
八
、四
〇
七
四
番
、
大
伴
池
主
）
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右
の
諸
例
は
、
係
助
詞
に
よ
り
取
り
立
て
ら
れ
た
係
り
成
分
が
体
言
句

と
緩
や
か
に
呼
応
し
、「
～
係
助
詞
―
体
言
」
の
ご
と
き
句
型
を
形
成
し

て
い
る
。
こ
の
句
型
は
体
言
句
が
文
末
（
結
び
部
）
に
位
置
す
る
こ
と

で
一
文
全
体
が
詠
嘆
や
感
動
の
気
息
を
帯
び
る
が
、「
～
係
助
詞
―
連
体

形
」
に
は
こ
の
よ
う
な
句
型
と
の
間
に
構
文
構
造
上
の
類
同
性
が
認
め
ら

れ
る
。
連
体
形
止
め
の
語
法
は
、
全
体
を
一
つ
の
呼
格
体
言
と
し
て
ま
と

め
あ
げ
て
強
い
詠
嘆
や
感
動
を
表
出
す
る
終
止
法
（
い
わ
ゆ
る
「
喚
体
」）

で
あ
る
が
、
連
体
形
結
び
の
係
り
結
び
文
は
、
こ
の
よ
う
な
性
質
を
備
え

る
統
合
体
を
結
び
部
に
取
り
込
む
こ
と
で
、
文
末
を
活
用
語
で
結
ぶ
文
を

長
大
な
句
的
体
言
（
喚
体
）
と
し
て
表
出
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
て
い

る
。
し
か
し
、
上
代
で
は
こ
の
句
型
は
す
で
に
一
般
化
が
進
ん
で
お
り
、

「
～
係
助
詞
―
体
言
」
に
比
し
感
動
・
詠
嘆
の
気
息
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
は
か

な
り
希
薄
化
が
進
ん
で
い
た
と
推
察
さ
れ
る
。
む
ろ
ん
、
こ
の
句
型
が
帯

び
る
詠
嘆
・
感
動
の
気
息
や
ニ
ュ
ア
ン
ス
も
、
連
体
形
そ
の
も
の
の
機
能

と
い
う
よ
り
は
、
連
体
形
句
が
文
末
に
位
置
す
る
こ
と
に
よ
り
生
じ
る
自

ず
か
ら
の
表
現
効
果
で
あ
る
点
は
、
体
言
が
文
末
に
位
置
す
る
（
53
）
～

（
59
）
の
句
型
と
同
様
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
、
筆
者
は
係
り
結
び
（
連
体
形
結
び
に
限
る
）
と
い
う
構
文

法
の
成
立
の
動
機
を
次
の
よ
う
に
推
定
す
る
。
上
代
に
お
け
る
連
体
形

は
、
上
接
す
る
語
的
連
続
を
句
的
体
言
と
し
て
一
体
的
に
ま
と
め
あ
げ
る

機
能
を
も
ち
、
そ
の
統
合
体
は
文
中
に
お
い
て
語
的
性
格
を
備
え
た
単
一

体
と
し
て
働
く
こ
と
を
基
本
的
用
法
と
す
る
が
、
次
第
に
そ
の
使
用
場
を

文
末
（
句
切
れ
も
含
む
）
へ
と
広
げ
て
い
く
。
と
り
わ
け
係
り
結
び
文
は
、

「
主
語
―
述
語
」
を
含
む
よ
う
な
大
き
な
語
的
連
続
を
述
部
に
取
り
込
む

場
合
に
、
こ
れ
と
主
文
の
主
語
や
項
、
連
用
修
飾
句
な
ど
の
成
分
と
を
係

助
詞
に
よ
っ
て
結
合
さ
せ
、
さ
ら
に
大
き
な
句
的
体
言
と
し
て
の
統
合
体

を
形
成
す
る
。
上
代
で
は
歴
史
書
や
宣
命
な
ど
の
散
文
に
比
べ
、
和
歌
や

歌
謡
な
ど
の
韻
文
に
係
り
結
び
が
多
用
さ
れ
る
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
が
、

そ
れ
は
こ
の
構
文
法
が
、
個
人
的
な
心
情
や
情
意
を
述
べ
あ
げ
る
に
相
応

し
い
表
現
特
性
を
備
え
た
構
文
法
で
あ
っ
た
こ
と
が
そ
の
一
因
と
推
測
さ

れ
る
。
既
述
の
通
り
、
上
代
に
は
連
体
形
句
が
そ
れ
単
体
で
自
立
し
て
働

く
連
体
終
止
用
法
も
見
え
は
じ
め
る
が
、
連
体
形
は
い
ま
だ
そ
れ
単
独
で

は
文
終
止
機
能
を
も
た
な
い
。
埋
め
込
み
文
と
し
て
働
く
こ
と
が
一
般
的

で
あ
っ
た
当
時
に
あ
っ
て
は
、
連
体
形
句
全
体
が
そ
の
ま
ま
一
文
と
な
る

連
体
終
止
文
よ
り
も
、
連
体
形
句
が
他
の
成
分
と
の
関
係
（
係
り
と
の
呼

応
関
係
）
に
お
い
て
働
く
係
り
結
び
文
の
方
が
、
従
来
の
語
法
に
近
い
使

用
法
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
こ
の
構
文
法
が
繁
用
さ
れ
る
ひ
と
つ
の
要
因
と

な
っ
た
で
あ
ろ
う
。
古
代
語
に
特
有
の
文
法
現
象
の
ひ
と
つ
で
あ
る
係
り

結
び（
連
体
形
結
び
）は
、広
義
の
意
味
で
大
き
な
句
的
体
言
と
捉
え
ら
れ
、

文
体
的
効
果
と
し
て
は
元
来
連
体
終
止
用
法
や
体
言
止
め
な
ど
に
近
い
性

質
を
も
つ
。
喚
体
的
性
格
を
備
え
た
こ
の
構
文
法
は
、
感
動
・
詠
嘆
表
現

の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
拡
大
と
い
う
ひ
と
つ
の
表
現
上
の
動
機
を
も
っ
て

創
出
さ
れ
、
体
言
止
め
や
ク
語
法
な
ど
と
と
も
に
、
感
動
・
詠
嘆
表
現
の

一
角
を
担
う
形
式
と
し
て
上
代
語
の
文
法
体
系
に
定
着
し
て
い
っ
た
と
推

察
さ
れ
る

14
。

　

一
方
、
集
中
に
は
「
の
」「
が
」
と
の
共
起
に
お
け
る
語
順
の
規
則
性
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に
反
し
て
、
連
体
形
結
び
の
係
助
詞
が
「
の
」「
が
」
の
下
に
位
置
す
る

例
も
少
数
な
が
ら
観
察
さ
れ
る
が
、そ
れ
ら
の
例
は
大
多
数
が
助
詞
「
や
」

に
集
中
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
「
や
」
は
、
係
助
詞
と
し
て
の
使
用
例

で
あ
る
よ
り
は
、
係
助
詞
の
源
流
と
目
さ
れ
る
間
投
助
詞
と
し
て
の
性
格

が
濃
厚
で
あ
り
、「
や
」
に
よ
る
係
り
結
び
の
前
段
階
の
姿
を
と
ど
め
て

い
る
と
推
察
さ
れ
る
。
ま
た
、
係
り
結
び
文
で
あ
る
こ
と
が
明
確
な
例
に

も
、
語
順
の
規
則
性
に
反
し
係
助
詞
が
「
の
」「
が
」
の
下
に
位
置
す
る

例
が
見
え
る
が
、
そ
れ
ら
は
係
り
結
び
文
の
定
着
に
よ
り
、
係
り
結
び
と

し
て
の
実
質
的
意
義
の
形
骸
化
が
進
む
に
伴
い
出
現
し
た
例
と
推
測
さ

れ
、
係
助
詞
と
し
て
の
本
来
の
機
能
は
希
薄
化
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ

い
て
は
稿
を
改
め
て
観
察
し
た
い
。

　

六
の
終
助
詞
の
接
続
用
法
は
文
末
（
句
切
れ
も
含
む
）
に
位
置
す
る
連

体
形
が
終
助
詞
を
下
接
す
る
用
法
（「
―
連
体
形
＋
ぞ
／
か
（
も
）」
な
ど
）

で
あ
る
。
こ
の
用
法
に
お
け
る
連
体
形
も
、
上
接
文
言
を
一
体
的
に
ま
と

め
あ
げ
る
点
で
、
他
の
用
法
の
連
体
形
と
同
様
の
文
法
機
能
を
担
う
が
、

連
体
終
止
用
法
や
係
り
結
び
の
結
び
の
用
法
と
は
異
な
り
、
連
体
形
句
が

「
主
語
―
述
語
」
を
含
み
こ
む
場
合
、
主
格
表
示
に
助
詞
「
の
」「
が
」
は

ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
ず
、
主
語
的
体
言
は
無
標
（
ゼ
ロ
助
詞
）
も
し
く
は

助
詞
「
は
」
に
よ
っ
て
表
示
さ
れ
る
。

（
60
）	

春
花
の
う
つ
ろ
ふ
ま
で
に
相
見
ね
ば
月
日
数
み
つ
つ
妹
待
つ
ら

む
そ
（
曾
）（
巻
十
七
、三
九
八
二
番
、
大
伴
家
持
）

（
61
）	

秋
さ
ら
ば
見
つ
つ
し
の
へ
と
妹
が
植
ゑ
し
や
ど
の
な
で
し
こ
咲

き
に
け
る
か
も
（
香
聞
）（
巻
三
、四
六
四
番
、
大
伴
家
持
）

（
62
）	

難
波
道
を
行
き
て
来
ま
で
と
我
妹
子
が
付
け
し
紐
が
緒
絶
え
に

け
る
か
も
（
可
母
）（
巻
二
十
、四
四
〇
四
番
、
上
毛
野
牛
甘
）

（
63
）	

ぬ
ば
た
ま
の
夜
渡
る
月
を
幾
夜
経
と
数
み
つ
つ
妹
は
（
波
）
我

待
つ
ら
む
そ
（
曾
）（
巻
十
八
、四
〇
七
二
番
）

（
64
）	

ひ
さ
か
た
の
雨
に
は
着
ぬ
を
怪
し
く
も
我
が
衣
手
は
（
者
）
干

る
時
な
き
か
（
香
）（
巻
七
、一
三
七
一
番
）

（
65
）	

か
ぐ
は
し
き
花
橘
を
玉
に
貫
き
送
ら
む
妹
は
（
者
）
み
つ
れ
て

も
あ
る
か
（
香
）（
巻
十
、一
九
六
七
番
）

（
66
）	

春
の
野
に
心
延
べ
む
と
思
ふ
ど
ち
来
し
今
日
の
日
は
（
者
）
暮

れ
ず
も
あ
ら
ぬ
か
（
糠
）（
巻
十
、一
八
八
二
番
）

（
67
）	

ひ
さ
か
た
の
天
の
川
津
に
舟
浮
け
て
君
待
つ
夜
ら
は
（
者
）
明

け
ず
も
あ
ら
ぬ
か
（
寐
鹿
）（
巻
十
、二
〇
七
〇
番
）

　

先
述
の
よ
う
に
、主
格
無
標
示
構
文
が
主
流
で
あ
っ
た
上
代
に
あ
っ
て
、

主
格
表
示
の
助
詞
「
の
」「
が
」
は
、「
主
語
―
述
語
」
関
係
に
あ
る
語
的

連
続
が
、
主
文
の
「
主
語
―
述
語
」
と
は
次
元
の
異
な
る
単
位
で
あ
る
こ

と
を
標
識
す
る
が
、
六
の
用
法
の
連
体
形
句
は
こ
の
マ
ー
カ
ー
を
原
則
的

に
排
除
し
、
代
わ
り
に
（
63
）
～
（
67
）
の
よ
う
に
助
詞
「
は
」
を
用
い

て
い
る
。
こ
の
文
法
的
事
実
は
、
連
体
形
句
の
句
的
体
言
性
と
埋
め
込
み

文
と
し
て
の
性
格
の
希
薄
さ
を
示
唆
し
、
四
、五
と
六
の
連
体
形
句
と
が

文
構
成
上
異
な
る
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
徴
表
す
る
。
先
述
の
よ
う
に
上

代
の
連
体
形
は
そ
れ
単
体
で
は
文
終
止
機
能
を
も
た
ず
、
文
末
に
位
置
す

る
四
や
五
の
用
法
に
お
い
て
も
、
連
体
形
句
は
句
的
体
言
性
を
備
え
た
統

合
体
、
な
い
し
は
句
的
体
言
性
を
備
え
た
統
合
体
の
構
成
素
と
し
て
機
能
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し
て
い
る
。
か
り
に
六
の
用
法
の
連
体
形
句
が
こ
の
よ
う
な
連
体
終
止
用

法
や
係
り
結
び
の
結
び
用
法
な
ど
と
等
し
い
文
法
単
位
で
あ
る
な
ら
ば
、

題
目
語
（「
～
は
」）
に
対
す
る
解
説
部
（「
～
連
体
形
」）
内
に
助
詞
「
の
」

「
が
」
の
介
入
す
る
例
が
存
在
し
て
も
よ
い
は
ず
で
あ
る
が
、集
中
に
「
～

は
［
―
の
／
が
～
連
体
形
］
＋
ぞ
／
か
（
も
）］」
の
ご
と
き
句
型
に
よ
る

例
は
確
認
で
き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
主
語
的
体
言
を
助
詞
「
は
」
に
よ
っ

て
マ
ー
ク
す
る
（
63
）
～
（
67
）
の
よ
う
な
例
は
、
連
体
形
句
が
下
接
の

助
詞「
ぞ
」「
か（
も
）」と
融
合
し
、「
～
は［
―
連
体
形
＋
ぞ
／
か（
も
）］」

の
ご
と
き
構
文
構
造
に
よ
る
述
体
（
題
述
文
）
の
述
部
（
解
説
部
）
を
形

成
し
て
い
る
と
解
釈
さ
れ
る
。
統
語
的
位
置
を
同
じ
く
す
る
（
Ｂ
）
の
な

か
で
も
、
四
や
五
の
連
体
形
句
が
喚
体
的
表
出
、
も
し
く
は
喚
体
的
表
出

の
構
成
素
と
し
て
働
く
の
に
対
し
、
六
の
用
法
の
連
体
形
句
は
、
下
接
の

助
詞
と
の
一
体
化
に
よ
り
述
体
の
述
部
を
構
成
し
、
疑
問
文
（
詠
嘆
的
疑

問
文
）
や
断
定
文
な
ど
の
主
文
の
形
成
に
直
接
参
与
し
て
い
る
と
見
做
さ

れ
る
。

　

こ
れ
を
終
助
詞
の
側
か
ら
見
る
な
ら
ば
、「
か
」「
ぞ
」
な
ど
は
、
終
止

形
に
接
続
す
る
終
助
詞
「
や
」（「
～
終
止
形
＋
や
（
も
）」）
の
よ
う
に
、

終
結
し
た
文
に
下
接
し
て
、「
～
終
止
形
」
全
体
を
聞
き
手
に
持
ち
か
け

る
助
詞
で
は
な
く
、
上
接
の
連
体
形
句
と
一
体
と
な
っ
て
主
文
の
主
要
部

で
あ
る
述
部
を
構
成
し
、
陳
述
の
形
成
に
直
接
関
与
す
る
助
詞
と
把
握
さ

れ
る
。

　

以
上
、（
Ｂ
）
の
タ
イ
プ
に
現
れ
る
連
体
形
の
機
能
と
各
用
法
に
お
け

る
構
文
上
の
役
割
を
概
観
し
た
。
主
節
の
述
部
で
働
く
活
用
語
の
連
体
形

は
、（
Ａ
）
の
タ
イ
プ
と
同
じ
く
、
句
的
内
容
を
も
つ
語
的
連
続
を
一
体

的
に
ま
と
め
あ
げ
、
ひ
と
つ
の
ま
と
ま
り
を
な
す
統
合
体
を
形
成
す
る
と

い
う
文
法
機
能
を
担
う
。
こ
の
よ
う
な
機
能
を
も
つ
連
体
形
は
上
代
で
は

い
ま
だ
そ
れ
単
体
で
は
文
終
止
機
能
を
も
た
ず
、
文
末
に
位
置
す
る
場
合

も
、
あ
く
ま
で
も
体
言
的
性
格
を
備
え
た
単
一
体
と
し
て
機
能
す
る
こ
と

を
基
本
と
す
る
。
四
や
五
の
用
法
に
お
け
る
連
体
形
句
へ
の
主
格
助
詞

「
の
」「
が
」
の
介
入
は
そ
の
よ
う
な
文
法
事
実
を
反
映
し
て
い
る
。

　

一
方
、六
の
用
法
に
お
い
て
助
詞
「
の
」「
が
」
の
代
わ
り
に
助
詞
「
は
」

が
使
用
さ
れ
る
事
実
は
、
連
体
形
句
の
句
的
体
言
性
や
埋
め
込
み
文
と
し

て
の
性
格
の
希
薄
さ
を
徴
表
し
、
こ
の
用
法
の
連
体
形
句
が
下
接
の
助
詞

「
ぞ
」「
か
（
も
）」
な
ど
と
融
合
し
て
主
文
の
述
部
を
構
成
す
る
こ
と
を

反
映
し
て
い
る
。

　
　
　

四
　
ま
と
め

　

以
上
、『
万
葉
集
』
に
見
ら
れ
る
連
体
形
の
用
法
を
整
理
し
、
連
体
形

の
果
た
す
機
能
と
文
構
成
上
の
役
割
を
概
観
し
た
。上
代
の
連
体
形
に
は
、

句
的
内
容
を
も
つ
上
接
の
語
的
連
続
を
一
体
的
に
ま
と
め
あ
げ
、
ひ
と
つ

の
ま
と
ま
り
を
な
す
統
合
体
を
形
成
す
る
と
い
う
共
通
の
文
法
機
能
が
認

め
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
機
能
を
も
つ
連
体
形
句
は
、統
語
的
位
置
か
ら
、

（
Ａ
）〈
従
属
句
（
従
属
節
）
内
部
で
働
く
〉
タ
イ
プ
と
、（
Ｂ
）〈
主
節
の

述
部
で
働
く
〉
タ
イ
プ
の
二
種
に
大
別
さ
れ
、
各
タ
イ
プ
に
は
三
類
ず
つ

の
用
法
（
計
六
類
の
用
法
）
が
観
察
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
六
類
の
用
法
に
み
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え
る
連
体
形
句
の
文
構
成
上
の
役
割
は
一
様
で

は
な
く
、
表
１
に
み
る
よ
う
に
句
的
体
言
、
な

い
し
は
句
的
体
言
と
し
て
の
性
格
を
備
え
た
単

一
体
と
し
て
働
く
も
の
と
、
独
立
性
の
高
い
文

相
当
句
や
主
文
の
述
部
（
主
要
部
）
の
構
成
素

と
し
て
働
く
も
の
が
、（
Ａ
）（
Ｂ
）
双
方
の
タ

イ
プ
に
乗
り
入
れ
る
形
で
分
布
し
て
い
る
。

　

文
中
に
位
置
し
埋
め
込
み
文
と
し
て
機
能
す

る
（
Ａ
）︱
一
、二
と
、
文
末
に
位
置
し
て
一
文

全
体
を
喚
体
と
し
て
表
出
す
る
（
Ｂ
）―
四
、五

の
連
体
形
句
は
前
者
の
役
割
を
担
い
、
逆
接
条

件
句
の
述
部
と
し
て
機
能
す
る
（
Ａ
）―
三
と
、

文
末
で
主
文
の
述
部
を
形
成
す
る
（
Ｂ
）―
六
は

後
者
の
役
割
を
担
う
。
上
代
で
は
述
体
の
述
部

の
構
成
素
と
し
て
働
く
の
は
（
Ａ
）―
三
と
（
Ｂ
）

―
六
の
み
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
用
法
に
お
い

て
も
連
体
形
句
は
そ
れ
単
体
で
は
文
を
結
ば
ず
、

文
末
に
位
置
す
る
（
Ｂ
）―
六
で
も
、
下
接
の
終
助
詞
と
一
体
化
す
る
こ

と
で
文
終
止
機
能
を
獲
得
し
、
主
文
の
陳
述
の
形
成
に
与
る
。

　

中
古
に
い
た
る
と
係
助
詞
を
伴
わ
ず
連
体
形
で
文
を
結
ぶ
語
法
が
盛
ん

に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
使
用
状
況
の
変
化
は
、
連
体

形
の
機
能
そ
の
も
の
が
変
質
し
て
い
っ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
。
そ
の
徴
候

は
す
で
に
上
代
に
も
部
分
的
に
観
察
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ

い
て
は
稿
を
改
め
て
考
察
す
る
こ
と
と
し
た
い
。

〈
注
〉

１	

調
査
に
は
、
小
学
館
日
本
古
典
文
学
全
集
『
万
葉
集
』、『
萬
葉
集
索
引
』（
塙

書
房
）
を
使
用
し
た
。
な
お
、
引
用
に
際
し
て
は
私
に
表
記
を
改
め
た
と
こ

ろ
が
あ
る
。

２	

た
と
え
ば
、
南
（
一
九
九
三
）。

３	

上
代
で
は
、
断
定
の
形
式
に
は
「
～
体
言
＋
な
り
」
及
び
「
～
連
体
形
＋
ぞ
」

が
使
用
さ
れ
る
。

４	

た
と
え
ば
、
小
田
（
二
〇
一
〇
）
は
「
上
代
歌
謡
・
和
歌
で
は
、
疑
問
の
係

助
詞
を
伴
わ
な
い
疑
問
詞
疑
問
文
は
、
す
べ
て
終
止
形
で
結
び
、
例
外
が
な

い
」
と
説
く
。

５	

安
達
（
一
九
九
二
）、
一
七
頁
。

６	

小
路
（
一
九
八
八
）
の
分
類
に
基
づ
き
算
出
す
る
と
、
連
体
形
や
ク
語
法
、

サ
語
法
、
ミ
語
法
な
ど
体
言
相
当
句
を
形
成
す
る
語
形
と
結
び
付
く
例
は
、

主
格
用
法
の
「
の
」
全
体
の
約
79
％
、
主
格
用
法
の
「
が
」
全
体
の
約
82
％

を
占
め
る
。

７	

金
水
・
大
鹿
・
高
山
他
編
（
二
〇
一
一
）「
第
３
章　

統
語
論
」（
金
水
敏
執
筆
）、

九
八
頁
。

８	
『
日
本
語
文
法
大
辞
典
』
山
口
明
穂
、秋
本
守
英
編
、二
〇
〇
一
年
、明
治
書
院
、

【「
を
」〔
接
続
助
詞
〕
の
項
】。

９	

集
中
に
は
順
接
条
件
句
内
に
助
詞
「
は
」
が
現
れ
る
次
の
例
が
見
え
る
が
、

＜表１＞
文構成上の役割

統語的位置 句的体言性を備えた
埋め込み文 述部の構成素

Ａ  従属句（従属節）内部で働く 一、二 三
Ｂ  主節の述部で働く 四＊、五 六
　＊但し、四は連体形句単体で一文を形成する。
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小
学
館
全
集
は
「
ア
リ
シ
カ
バ
と
い
う
順
接
条
件
句
の
主
格
が
ハ
を
と
る
こ

と
も
違
例
で
、
こ
の
読
み
方
（
原
文
「
在
之
者
」
…
堀
尾
注
）
は
決
定
的
で

な
い
」（
頭
注
）
と
注
し
て
い
る
。

恨
め
し
と
思
ひ
て
背
な
は
あ
り
し
か
ば
（
…
狭
名
盤
在
之
者
）
よ
そ
の
み

そ
見
し
心
は
思
へ
ど
（
巻
十
一
、二
五
二
二
番
）

10	

山
内（
二
〇
〇
三
）に
は
、奈
良
時
代
の
文
献
に
見
え
る
連
体
終
止
用
法
は「
古

事
記
歌
謡
に
一
例
、祝
詞
・
宣
命
に
な
く
、『
万
葉
集
』
に
二
十
余
例
」（
一
一
五

頁
）
と
あ
る
。

11	

た
と
え
ば
、
野
村
（
二
〇
〇
三
）
は
「
古
代
語
の
連
体
形
終
止
（
擬
喚
述
法
）

は
準
体
句
と
形
式
的
に
同
じ
で
あ
っ
て
，
体
言
的
な
句
が
そ
こ
に
置
か
れ
る

だ
け
な
の
で
あ
る
」
と
説
く
。

12	

山
内
（
二
〇
〇
三
）、
一
八
九
頁
。

13	

た
だ
し
、
係
助
詞
の
「
な
む
」
は
集
中
に
古
形
「
な
も
」
一
例
が
見
ら
れ
る

以
外
例
が
な
い
。
ま
た
古
代
歌
謡
に
も
用
例
を
認
め
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ

た
。

14	

係
り
結
び
文
に
は
、現
在
そ
の
成
立
起
源
に
関
し
て「
倒
置
説
」「
挿
入
説
」「
注

釈
説
」
の
三
つ
の
説
が
行
わ
れ
て
い
る
。
筆
者
は
係
り
結
び
の
成
立
起
源
に

つ
い
て
独
自
の
見
解
を
も
つ
に
い
た
っ
て
い
な
い
が
、
こ
の
構
文
法
の
成
立

の
背
後
に
、
文
末
を
活
用
語
で
結
ぶ
新
た
な
感
動
・
詠
嘆
表
現
の
獲
得
と
い

う
表
現
上
の
動
機
が
潜
在
し
て
い
た
と
推
定
し
て
い
る
。

〈
参
考
文
献
〉

安
達
隆
一
（
一
九
九
二
）「
国
語
構
文
史
の
一
側
面
―
主
格
無
標
示
構
文
か
ら
主

格
標
示
構
文
へ
―
」（
井
上
親
雄
・
山
内
洋
一
郎
編
『
古
代
語
の
構
造
と
展
開
』

一
九
九
二
年
、
和
泉
書
院
）
所
収

小
田
勝
（
二
〇
一
〇
）「
疑
問
詞
の
結
び
」『
岐
阜
聖
徳
学
園
大
学
紀
要
〈
教
育
学

部
編
〉』
第
四
九
巻

金
水
敏
・
大
鹿
薫
久
・
高
山
善
行
他
編
（
二
〇
一
一
）『
シ
リ
ー
ズ
日
本
語
史
３

　

文
法
史
』「
第
３
章　

統
語
論
」（
金
水
敏
執
筆
）、
岩
波
書
店

小
路
一
光
（
一
九
八
八
）『
萬
葉
集
助
詞
の
研
究
』
笠
間
書
院

佐
々
木
隆（
一
九
九
二
）「
上
代
語
に
お
け
る「
―
か
―
は
―
」の
構
文
」『
国
語
国
文
』

第
六
一
巻
第
五
号
（
六
九
三
号
）

南
不
二
男
（
一
九
九
三
）『
現
代
日
本
語
文
法
の
輪
郭
』
大
修
館
書
店

野
村
剛
史
（
一
九
九
三
）「
上
代
語
の
ノ
と
ガ
に
つ
い
て
（
上
）」『
国
語
国
文
』

第
六
十
二
巻
第
二
号
（
七
〇
二
号
）

野
村
剛
史
（
二
〇
〇
三
）「
モ
ダ
リ
テ
ィ
形
式
の
分
類
」『
国
語
学
』
第
五
四
巻
一

号
（
通
巻
二
一
二
号
）、
国
語
学
会

山
内
洋
一
郎
（
二
〇
〇
三
）『
活
用
と
活
用
形
の
通
時
的
研
究
』「
第
一
章　

奈
良

時
代
の
連
体
形
終
止
」
清
文
堂
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